
〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

発
行
日　

令
和
三
年
七
月
一
日　
　

発
行
所　
越
中
一
宮
髙
瀬
神
社
社
務
所

印
刷
所　

牧
印
刷
株
式
会
社

期
間  

七
月
一
日（
木
）〜
七
日（
水
）

期
間  

七
月
一
日（
木
）〜
七
日（
水
）

師
走
の
大
祓
、
初
詣
。
夏
越
の
大
祓
、
そ
し
て
夏
詣
。

夏
か
ら
冬
の
健
康
と
平
穏
を
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

期期
間間
七七
月
一
日

月
一
日（（
木木
））〜〜
七七
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水
）
水
）

大大大大大大大大大大大大大大大大
祓
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祓
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祓
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祓
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祓
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祓
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祓
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祓
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祓
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祓
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祓
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祓
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祓
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祓
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祓
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、
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し
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し
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し
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し
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り
祈
り
祈
り
祈
り
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り
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り
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り
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り
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り
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り
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り
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り
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り
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り
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り
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り
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し
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し
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し
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し
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し
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し
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し
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し
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し
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し
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し
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し
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し
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し
ま
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ま
し
ま
し
ま
し
ま
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ょ
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ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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。
う
。
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師
走
の
大
祓
、
初
詣
。
夏
越
の
大
祓
、
そ
し
て
夏
詣
。

夏
か
ら
冬
の
健
康
と
平
穏
を
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
）

　

七
夕
祭
並
び
に
技
芸
上
達
祈
願
祭
（
七
月
七
日
）

　

除
熱
祭
（
七
月
二
十
一
日
）

　

人
形
感
謝
祭
（
七
月
二
十
四
日
）

　

中
禮
祭
（
八
月
十
六
日
）

七
月
・
八
月
の
祭
事

日
本
の
新
し
い
習
慣
と
し
て
。

撮影：南部ス
タジオ
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令和３年７月１日 結

び
の
杜
の
神
前
式

四
季
折
々
の
境
内
で

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ト
を
満
喫

一
日
一
組
限
定
の

　
　
　

お
も
て
な
し

縁
結
び
の
神
様
、
大
国
主
命
を
お

祭
り
す
る
越
中
一
宮
。

日
常
を
隔
て
る
境
内
で
、
玉
砂
利

を
踏
み
し
め
て
歩
く
参
進
の
儀
に

始
ま
り
、
社
殿
に
響
き
渡
る
雅
楽

の
調
べ
の
中
、
厳
か
な
神
前
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。

大
国
様
の
「
結
び
」
の
御
神
徳
に

よ
り
お
二
人
だ
け
で
は
な
く
、
両

家
の
絆
も
固
く
結
ば
れ
ま
す
。

完
全
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で

和
や
か
な
宴
会
が
実
現

す
べ
て
は
一
組
の

新
た
な
夫
婦
の
幸
福
の
た
め
に

二
人
だ
け
で
も
結
婚
式
は
で
き
ま
す
。

「
だ
っ
た
ら
、
家
族
は
欠
か
せ
な
い
か
な
。」

「
折
角
だ
か
ら
、
親
戚
の
み
な
さ
ん
だ
け
で
も
。」

「
で
き
れ
ば
、
近
く
に
住
む
友
人
く
ら
い
は…

」

列
席
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
無
理
な
く
増
や
す
。

そ
ん
な
考
え
方
で
結
婚
式
を
叶
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

挙
式
の
み
〜
少
人
数
会
食
〜

髙
瀬
神
社
は
結
婚
さ
れ
る
す
べ
て
の
方
を

歓
迎
し
て
い
ま
す
。

結
婚
式
を
あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い

結
婚
式
を
あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い

な
つ
も
う
で

師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師

の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大大

師
走
の
大

夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
かかかかかか
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
らら
冬
ら
冬

夏
か
ら
冬

な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つつ
も
う
も
う
も
う
も
う
も
う
も
う
もももも
う
も
う
も
ううううううう
でででででででででででででででででで

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で
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祈
年
穀
祭
斎
行

―

五
穀
豊
穣
の
祈
り
を
込
め
て

―

昭
和
天
皇
の

　

ご
聖
徳
を
讃
え
て

祝
祭
日
に
は

国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

　

昨
春
よ
り
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
の
斎

行
と
な
る
本
年
も
、
代
表
者
の
み
参

列
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
石
岡
敬

夫
、
藤
井
秀
之
両
責
任
役
員
、
井
波

地
域
農
業
者
会
会
長

水
野
敬
一
氏
、

本
年
度
の
献
穀
田
奉
耕
者
青
山
雄
一

郎
氏
、
髙
瀬
区
長
石
川
憲
明
氏
ご
参

列
の
う
え
、
ご
祭
事
滞
り
な
く
厳
修

い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
参
向
使
を
お
務
め
い
た
だ

い
た
、
砺
波
地
区
農
業
協
同
組
合
協

　

六
月
十
一
日
、
祈
年
穀
祭
翌
日
の
こ
の

日
、
大
神
様
の
御
神
霊
と
、
祭
儀
の
中
で
古

式
に
よ
り
鑽
り
出
さ
れ
た
御
神
火
が
、
砺
波

野
の
里
々
を
巡
行
し
ま
し
た
。

　

御
旅
所
は
、
な
ん
と
農
業
協
同
組
合
、
福

光
農
業
協
同
組
合
、
い
な
ば
農
業
協
同
組

合
、
と
な
み
野
農
業
協
同
組
合
の
四
カ
所
。

例
年
の
ご
と
く
各
事
業
所
の
皆
様
お
揃
い
で

お
迎
え
い
た
だ
き
、
農
作
物
の
順
調
な
育
成

と
五
穀
豊
穣
を
、
滞
り
な
く
祈
念
申
し
上

げ
、
無
事
、
還
幸
し
ま
し
た
。

「
昭
和
の
日
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
四
月
二
十
九

日
、
境
内
の
樹
々
も
新
緑
を

薫
ら
せ
る
中
「
昭
和
祭
」
を

斎
行
し
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
終
戦
後
の
復
興

と
そ
の
後
の
目
覚
ま
し
い
発

展
な
ど
、
昭

和
天
皇
の

ご
聖
業
の
数

々
に
思
い
を

馳
せ
、皇
室
の

益
々
の
弥
栄

と
国
の
隆
昌

を
祈
念
し
ま

し
た
。

議
会

幅
田
浩
司
氏
に
よ
り
五
穀
豊
穣

の
祭
文
が
奏
上
さ
れ
、
田
畑
の
平
穏

と
農
作
物
の
無
事
の
育
成
を
祈
っ

て
、
神
前
神
楽
「
浦
安
の
舞
」
が
厳

か
に
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祭
典
に
あ
わ
せ
て
、
今
般

蝋
纈
染
の
手
織
作
品
を
ご
奉
納
い

た
だ
き
ま
し
た
香
川
真
有
美
氏
に
、

宮
司
よ
り
感
謝
状
、
ま
た
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

御神火、巡行。

月
次
祭
参
列
の
ご
案
内

　

髙
瀬
神
社
で
は
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様

に
月
次
祭
に
ご
参
列
い
た
だ
き
、
ご
家
族

の
平
安
と
繁
栄
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

ご
参
列
を
ご
希
望
の
方
は
、
社
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

毎
月
一
日
・
十
三
日

午
前
十
時
（
一
月
一
日
を
除
く
）

日
時

昭 和 祭 斎 行

祈年穀祭

篤
志
奉
納
奉
告
祭
を

　
　
　
　

あ
わ
せ
て
斎
行

　

当
神
社
の
春
の
新
行
事
「
桜
詣
」
で

ご
社
頭
の
賑
わ
う
四
月
十
日
、
恒
例
の

春
の
大
祭
で
あ
る
春
季
祭
を
斎
行
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
篤
志
奉
納
者
の
有
限
会
社
ソ

ム
リ
エ
・
ヨ
シ
オ
カ
代
表
吉
岡
嘉
憲
氏

（
砺
波
市
庄
川
町
）
に
ご
参
列
い
た
だ

き
、
そ
の
篤
い
崇
敬
の
念
に
対
し
、

宮
司
よ
り
感
謝
状
並
び
に
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

有限会社ソムリエ・ヨシオカ代表 吉岡嘉憲氏には、
新参集殿（披露宴会場）厨房業務用大型冷蔵庫を
ご奉納いただきました。

　

初
夏
の
風
が
井
波
の
里
を
駆
け
抜
け
る
六
月
十
日
、
農
作
物
を
蝕
む

害
虫
を
追
い
払
い
、
そ
の
年
の
豊
作
を
祈
念
す
る
祭
事
「
祈
年
穀
祭
」

を
斎
行
し
ま
し
た
。

き
ね
ん
こ
く
さ
い

ろ
う
け
ち
ぞ
め

き

古
式
に
則
り
忌
火
を
鑽
り
、

　
　
　
　
　
　
　

町
を
め
ぐ
る

き

古式により鑽り出された御神火に一拝

さ
く
ら
も
う
で

越中一宮
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明
治
二
十
三
年
七
月
一
日
、
帝

国
議
会
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、

「
近
代
日
本
経
済
の
父
」
と
称
え

ら
れ
る
渋
沢
栄
一
も
推
薦
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　

そ
の
生
涯
は
現
在
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
に
も
な
り
、
著
書
『
論

語
と
算
盤
』
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

利
潤
追
求
の
世
の
中
を
案
じ
、

私
利
私
欲
を
戒
め
、
公
益
を
追
求

す
る
「
道
徳
」
と
、
利
潤
を
追
求

す
る
「
経
済
」
と
が
事
業
に
お
い

て
両
立
し
な
け
れ
ば
健
全
な
社
会

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
、
我
が
国

の
資
本
主
義
と
い
う
新
し
い
制
度

の
設
計
に
深
く
関
わ
り
、
世
の
た

め
人
の
た
め
に
と
、
数
々
の
偉
業

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

（
訳
）
国
民
が
国
の
た
め
に
一
生
懸

命
に
尽
く
す
力
に
よ
っ
て

こ
そ
、
世
の
中
は
繫
栄

し
、
賑
や
か
さ
を
増
す
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
明
治
神
宮
刊　

新
版
「
明

治
の
聖
代
」
の
中
の
七
月
一
日
の

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
御
製

で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
経
済
は
も

と
よ
り
日
常
生
活
全
般
に
わ
た
り

混
迷
し
て
い
る
わ
が
国
の
現
状

に
、
私
た
ち
は
今
何
を
な
す
べ
き

な
の
か
を
考
え
た
と
き
、
明
治
天

皇
の
御
代
に
経
済
と
い
う
面
で
国

づ
く
り
に
生
涯
を
捧
げ
た
渋
沢
栄

一
の
精
神
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

明
治
天
皇
御
製
に
あ
る
よ
う
に
、

私
た
ち
国
民
一
人
ひ
と
り
が
力
を

あ
わ
せ
、
社
会
の
安
定
に
力
を
尽

く
す
こ
と
で
こ
の
難
局
を
乗
り
切

れ
る
と
信
じ
ま
す
。
個
人
の
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
今
は
自
分
以
外

の
こ
と
を
（
損
得
抜
き
で
）
心
配

す
る
優
し
さ
が
必
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
人
が
苦

境
の
中
に
あ
り
ま
す
。
渋
沢
が
道

徳
の
手
本
と
し
た
『
論
語
』
の
中

に
、
そ
の
脱
出
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
し
ば
ら

く
続
く
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
時
間
に

『
論
語
』
や
『
論
語
と
算
盤
』
な

ど
を
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

国
民
の

　

つ
く
す
力
に
よ
り
て
こ
そ

世
は
に
ぎ
は
し
く

　
　
　

な
り
ま
さ
り
け
れ

明
治
天
皇
御
製
「
祝
」

春
の
大
祭  

春
季
祭

宮
司  

藤
井
秀
嗣
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の
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を
込
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―

昭
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ご
聖
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を
讃
え
て

祝
祭
日
に
は

国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

　

昨
春
よ
り
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
の
斎

行
と
な
る
本
年
も
、
代
表
者
の
み
参

列
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
石
岡
敬

夫
、
藤
井
秀
之
両
責
任
役
員
、
井
波

地
域
農
業
者
会
会
長

水
野
敬
一
氏
、

本
年
度
の
献
穀
田
奉
耕
者
青
山
雄
一

郎
氏
、
髙
瀬
区
長
石
川
憲
明
氏
ご
参

列
の
う
え
、
ご
祭
事
滞
り
な
く
厳
修

い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
参
向
使
を
お
務
め
い
た
だ

い
た
、
砺
波
地
区
農
業
協
同
組
合
協

　

六
月
十
一
日
、
祈
年
穀
祭
翌
日
の
こ
の

日
、
大
神
様
の
御
神
霊
と
、
祭
儀
の
中
で
古

式
に
よ
り
鑽
り
出
さ
れ
た
御
神
火
が
、
砺
波

野
の
里
々
を
巡
行
し
ま
し
た
。

　

御
旅
所
は
、
な
ん
と
農
業
協
同
組
合
、
福

光
農
業
協
同
組
合
、
い
な
ば
農
業
協
同
組

合
、
と
な
み
野
農
業
協
同
組
合
の
四
カ
所
。

例
年
の
ご
と
く
各
事
業
所
の
皆
様
お
揃
い
で

お
迎
え
い
た
だ
き
、
農
作
物
の
順
調
な
育
成

と
五
穀
豊
穣
を
、
滞
り
な
く
祈
念
申
し
上

げ
、
無
事
、
還
幸
し
ま
し
た
。

「
昭
和
の
日
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
四
月
二
十
九

日
、
境
内
の
樹
々
も
新
緑
を

薫
ら
せ
る
中
「
昭
和
祭
」
を

斎
行
し
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
終
戦
後
の
復
興

と
そ
の
後
の
目
覚
ま
し
い
発

展
な
ど
、
昭

和
天
皇
の

ご
聖
業
の
数

々
に
思
い
を

馳
せ
、皇
室
の

益
々
の
弥
栄

と
国
の
隆
昌

を
祈
念
し
ま

し
た
。

議
会

幅
田
浩
司
氏
に
よ
り
五
穀
豊
穣

の
祭
文
が
奏
上
さ
れ
、
田
畑
の
平
穏

と
農
作
物
の
無
事
の
育
成
を
祈
っ

て
、
神
前
神
楽
「
浦
安
の
舞
」
が
厳

か
に
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祭
典
に
あ
わ
せ
て
、
今
般

蝋
纈
染
の
手
織
作
品
を
ご
奉
納
い

た
だ
き
ま
し
た
香
川
真
有
美
氏
に
、

宮
司
よ
り
感
謝
状
、
ま
た
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

御神火、巡行。

月
次
祭
参
列
の
ご
案
内

　

髙
瀬
神
社
で
は
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様

に
月
次
祭
に
ご
参
列
い
た
だ
き
、
ご
家
族

の
平
安
と
繁
栄
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

ご
参
列
を
ご
希
望
の
方
は
、
社
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

毎
月
一
日
・
十
三
日

午
前
十
時
（
一
月
一
日
を
除
く
）

日
時

昭 和 祭 斎 行

祈年穀祭

篤
志
奉
納
奉
告
祭
を

　
　
　
　

あ
わ
せ
て
斎
行

　

当
神
社
の
春
の
新
行
事
「
桜
詣
」
で

ご
社
頭
の
賑
わ
う
四
月
十
日
、
恒
例
の

春
の
大
祭
で
あ
る
春
季
祭
を
斎
行
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
篤
志
奉
納
者
の
有
限
会
社
ソ

ム
リ
エ
・
ヨ
シ
オ
カ
代
表
吉
岡
嘉
憲
氏

（
砺
波
市
庄
川
町
）
に
ご
参
列
い
た
だ

き
、
そ
の
篤
い
崇
敬
の
念
に
対
し
、

宮
司
よ
り
感
謝
状
並
び
に
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

有限会社ソムリエ・ヨシオカ代表 吉岡嘉憲氏には、
新参集殿（披露宴会場）厨房業務用大型冷蔵庫を
ご奉納いただきました。

　

初
夏
の
風
が
井
波
の
里
を
駆
け
抜
け
る
六
月
十
日
、
農
作
物
を
蝕
む

害
虫
を
追
い
払
い
、
そ
の
年
の
豊
作
を
祈
念
す
る
祭
事
「
祈
年
穀
祭
」

を
斎
行
し
ま
し
た
。

き
ね
ん
こ
く
さ
い

ろ
う
け
ち
ぞ
め

き

古
式
に
則
り
忌
火
を
鑽
り
、

　
　
　
　
　
　
　

町
を
め
ぐ
る

き

古式により鑽り出された御神火に一拝

さ
く
ら
も
う
で

越中一宮
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明
治
二
十
三
年
七
月
一
日
、
帝

国
議
会
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、

「
近
代
日
本
経
済
の
父
」
と
称
え

ら
れ
る
渋
沢
栄
一
も
推
薦
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　

そ
の
生
涯
は
現
在
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
に
も
な
り
、
著
書
『
論

語
と
算
盤
』
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

利
潤
追
求
の
世
の
中
を
案
じ
、

私
利
私
欲
を
戒
め
、
公
益
を
追
求

す
る
「
道
徳
」
と
、
利
潤
を
追
求

す
る
「
経
済
」
と
が
事
業
に
お
い

て
両
立
し
な
け
れ
ば
健
全
な
社
会

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
、
我
が
国

の
資
本
主
義
と
い
う
新
し
い
制
度

の
設
計
に
深
く
関
わ
り
、
世
の
た

め
人
の
た
め
に
と
、
数
々
の
偉
業

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

（
訳
）
国
民
が
国
の
た
め
に
一
生
懸

命
に
尽
く
す
力
に
よ
っ
て

こ
そ
、
世
の
中
は
繫
栄

し
、
賑
や
か
さ
を
増
す
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
明
治
神
宮
刊　

新
版
「
明

治
の
聖
代
」
の
中
の
七
月
一
日
の

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
御
製

で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
経
済
は
も

と
よ
り
日
常
生
活
全
般
に
わ
た
り

混
迷
し
て
い
る
わ
が
国
の
現
状

に
、
私
た
ち
は
今
何
を
な
す
べ
き

な
の
か
を
考
え
た
と
き
、
明
治
天

皇
の
御
代
に
経
済
と
い
う
面
で
国

づ
く
り
に
生
涯
を
捧
げ
た
渋
沢
栄

一
の
精
神
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

明
治
天
皇
御
製
に
あ
る
よ
う
に
、

私
た
ち
国
民
一
人
ひ
と
り
が
力
を

あ
わ
せ
、
社
会
の
安
定
に
力
を
尽

く
す
こ
と
で
こ
の
難
局
を
乗
り
切

れ
る
と
信
じ
ま
す
。
個
人
の
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
今
は
自
分
以
外

の
こ
と
を
（
損
得
抜
き
で
）
心
配

す
る
優
し
さ
が
必
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
人
が
苦

境
の
中
に
あ
り
ま
す
。
渋
沢
が
道

徳
の
手
本
と
し
た
『
論
語
』
の
中

に
、
そ
の
脱
出
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
し
ば
ら

く
続
く
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
時
間
に

『
論
語
』
や
『
論
語
と
算
盤
』
な

ど
を
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

国
民
の

　

つ
く
す
力
に
よ
り
て
こ
そ

世
は
に
ぎ
は
し
く

　
　
　

な
り
ま
さ
り
け
れ

明
治
天
皇
御
製
「
祝
」

春
の
大
祭  

春
季
祭

宮
司  

藤
井
秀
嗣



　

六
月
十
二
日
、高
瀬
遺
跡「
し
ょ
う
ぶ

祭
」に
併
せ
「
献
花
祭
」
を
斎
行
し
ま

し
た
。
本
年
の
ご
参
列
は
高
瀬
遺
跡

保
存
協
会
会
長
谷
口
信
夫
氏
、
高
瀬

地
域
づ
く
り
協
議
会
会
長
橋
場
武
志

氏
、
南
砺
市

埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
所

長
長
岡
芳
典

氏
他
の
皆
様
。

　

今
年
も
大

神
様
に
は
初

夏
の
彩
り
を

お
楽
し
み
い

た
だ
け
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

富
山
県
南
東
部
、
砺
波
市
（
庄

川
町
）・
富
山
市
（
山
田
村
）・

南
砺
市
（
利
賀
村
）
に
跨
る
海
抜

九
八
七
メ
ー
ト
ル
の
山
が
「
牛

岳
」
で
す
。

　

山
頂
に
は
花
崗
岩
で
造
ら
れ
た

社
殿
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
当
神

社
の
東
の
方
向
に
位
置
し
ま
す
。

御
祭
神
は
大
国
主
命
で
、
伝
承
の

中
に
髙
瀬
神
社
と
牛
岳
と
の
繋
が

り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

牛
岳
は
「
宇
志
多
氣
」
と
も
書

き
、「
宇
志
」
は
「
主（
ぬ
し
）」、

「
多
氣
」
は
「
は
く
」
で
あ
り
、

そ
の
土
地
を
治
め
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。
人
々
は
大
神
の
御
神
徳
を

讃
え
、
こ
の
山
の
こ
と
を
大
国
主

の
山
↓
主
の
山
↓
主
の
嶽
↓
牛
嶽

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 牛

嶽
社
め
ぐ
り

大
国
さ
ま
の

牛
嶽
大
明
神

牛
嶽
大
明
神

牛
岳
山
頂

牛
岳
山
頂

山
森 
信
人

山
森
信
人

権
禰
宜

権
禰
宜

平
成
五
年

　

六
月
一
日
生
ま
れ

平
成
五
年

　

六
月
一
日
生
ま
れ

　

六
月
六
日
、
南
砺
市
観
光
協
会

井
波
支
部
会
員
各
位
ご
参
列
の
も
と
、

八
乙
女
の
山
中
に
鎮
座
す
る
風
神
堂

の
例
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　

古
く
よ
り
大
き
な
風
害
を
も
た
ら

す
と
い
わ
れ
る

「
井
波
風
」
を

鎮
め
る
為
に
建

立
さ
れ
た
こ
の

風
神
堂
、
今

般
、
鳥
居
の
し

め
縄
も
新
た

に
、
清
々
し
く

ご
祭
儀
ご
奉
仕

い
た
し
ま
し
た
。

　

東
京
の
神
社
本
庁
に
て
様
々
な

勉
強
を
さ
せ
て
戴
き
、
此
度
郷
里

で
あ
る
井
波
の
地
へ
帰
っ
て
参
り

ま
し
た
。
一
日
も
早
く
お
役
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
誠
心
誠
意
、

ご
奉
仕
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　髙瀬神社のご祭神は福の神、縁結びの神、
医薬医療の神として全国より広く崇敬を集め
る大国主命（大国さま）です。
　当神社では、交通安全（車のお祓い）・家
内安全・良縁成就（縁結び）・心身健全・厄
除け・病気平癒他のご祈祷を、心を込めて毎
日ご奉仕しています。
お気軽に社務所までお問い合わせ下さい。

　伊勢の神宮への参拝
がままならない今、数々
の貴重な写真を通して日
本人の心のふるさとを身
近に感じて下さい。

　
　

ひ
と
株
ひ
と
株
、

　
　
　
　
　
　
　

心
を
こ
め
て

　

田
の
面
を
渡
る
風
も
爽
や
か

な
五
月
二
十
三
日
、
当
神
社
献
穀

田
に
て
御
田
植
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

可
愛
ら
し
い
早
乙
女
の
衣
装

に
身
を
包
ん
だ
五
名
の
奉
仕
生

徒
に
よ
り
苗
が
植
え
ら
れ
、
本

年
の
献
穀
田
奉
耕
者　

青
山
雄

一
郎
氏
他
ご
関
係
の
皆
様
が
、
豊

作
の
祈
り
を
込
め
て
玉
串
を
捧

げ
ま
し
た
。

献穀田だより

御田植祭斎行御田植祭斎行

ご祈祷のご案内

安産祈願
戌の日カレンダー

ご祈祷料　１件につき5,000円より
髙瀬神社社務所　0763（82）0932

7月 1日・13日・25日　　
8月 6日・18日・30日　　
9月 11日・23日　　　　 
10月 5日・17日・29日　　
11月　10日・22日　　　 　
12月 4日・16日・28日　

腹帯のお祓いもご奉仕いたしますので
どうぞご持参下さい。

　

当
神
社
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
と
し
て
、
拝
殿
に
次
亜
塩
素
酸
空
気

清
浄
機
・
飛
沫
感
染
防
止
パ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し

て
お
り
ま
す
。
安
心
し
て
ご
祈
祷
を
お
受
け
下
さ
い
。

　

当
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

祭
典
や
行
事
の
詳
細
や
沿
革
な
ど
、
過
去
の
記
事
も

ご
参
考
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

新
任
の
ご
挨
拶 や

ま  
も
り

の
ぶ
ひ
と

神
社
名　

牛
嶽
大
明
神

鎮
座
地　

牛
岳
山
頂

御
祭
神　

大
国
主
命

例　

祭　

六
月
六
日

宮　

司　

藤
井

秀
弘

神
事
行
事

例
祭
・
開
山
祭
（
六
月
六
日
）

　

本
年
も
六
月
六
日
（
日
・
大

安
）
午
前
十
時
よ
り
、「
例
祭
並

び
に
開
山
祭
」
を
執
り
行
い
、
山

か
ら
の
豊
か
な
恵
み
に
感
謝
し
、

夏
山
入
山
者
の
安
全
と
健
康
を
祈

り
ま
し
た
。

　

改
め
て
日
本
を
考
え
る
「
日
本
再
考
」
、
祖
国
を
誇
り

に
思
う
「
日
本
最
高
」
。
そ
し
て
、
日
々
斎
行
さ
れ
る
祭

り
の
力
で
再
興
を
果
た
す
「
日
本
祭
興
」
―
。

　

こ
れ
は
、
祈
り
の
力
で
日
本
の
真
の
復
興
を
め
ざ

す
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会
が
作
成
し
た
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
で
す
。

社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内

献
花
祭
斎
行

八
乙
女
山
風
神
堂
例
祭

献
穀
田
奉
耕
者　
　
　
　
　

青
山
雄
一
郎
氏

井
波
地
域
農
業
者
会
会
長　

岩
﨑　
　

修
氏

　

現
在
、
牛
嶽
社
は
当
神

社
の
奥
宮
と
称
さ
れ
、
牛
に

乗
っ
た
「
大
国
主
命
像
」
が

祀
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
牛
嶽

の
周
辺
に
は
大
己
貴
命
（
大

国
主
命
）
が
御
祭
神
で
あ
る

牛
嶽
社
、
牛
嶽
神
社
、
宇
志

多
気
社
な
ど
約
四
十
社
存

在
し
ま
す
。

　

本
号
よ
り
、
髙
瀬
神
社
の

神
奈
備
山
で
あ
る
牛
岳
周
辺

に
鎮
座
す
る
神
社
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
参
拝
下
さ
い
。

伊勢の神宮写真展
期 間 8月1日（日）～

16日（月）10:00 ～ 16:00

場 所 髙瀬神社参集殿
入場
無料

シ
リ
ー
ズ

第
一
回

花崗岩で造られた社殿

45 　　　　　　　 Facebook
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にっぽんさいこう

う
し

だ
け

か
こ
う
が
ん

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

　　　　　　　 Instagram



　

六
月
十
二
日
、高
瀬
遺
跡「
し
ょ
う
ぶ

祭
」に
併
せ
「
献
花
祭
」
を
斎
行
し
ま

し
た
。
本
年
の
ご
参
列
は
高
瀬
遺
跡

保
存
協
会
会
長
谷
口
信
夫
氏
、
高
瀬

地
域
づ
く
り
協
議
会
会
長
橋
場
武
志

氏
、
南
砺
市

埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
所

長
長
岡
芳
典

氏
他
の
皆
様
。

　

今
年
も
大

神
様
に
は
初

夏
の
彩
り
を

お
楽
し
み
い

た
だ
け
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

富
山
県
南
東
部
、
砺
波
市
（
庄

川
町
）・
富
山
市
（
山
田
村
）・

南
砺
市
（
利
賀
村
）
に
跨
る
海
抜

九
八
七
メ
ー
ト
ル
の
山
が
「
牛

岳
」
で
す
。

　

山
頂
に
は
花
崗
岩
で
造
ら
れ
た

社
殿
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
当
神

社
の
東
の
方
向
に
位
置
し
ま
す
。

御
祭
神
は
大
国
主
命
で
、
伝
承
の

中
に
髙
瀬
神
社
と
牛
岳
と
の
繋
が

り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

牛
岳
は
「
宇
志
多
氣
」
と
も
書

き
、「
宇
志
」
は
「
主（
ぬ
し
）」、

「
多
氣
」
は
「
は
く
」
で
あ
り
、

そ
の
土
地
を
治
め
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。
人
々
は
大
神
の
御
神
徳
を

讃
え
、
こ
の
山
の
こ
と
を
大
国
主

の
山
↓
主
の
山
↓
主
の
嶽
↓
牛
嶽

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 牛

嶽
社
め
ぐ
り

大
国
さ
ま
の

牛
嶽
大
明
神

牛
嶽
大
明
神

牛
岳
山
頂

牛
岳
山
頂

山
森 

信
人

山
森
信
人

権
禰
宜

権
禰
宜

平
成
五
年

　

六
月
一
日
生
ま
れ

平
成
五
年

　

六
月
一
日
生
ま
れ

　

六
月
六
日
、
南
砺
市
観
光
協
会

井
波
支
部
会
員
各
位
ご
参
列
の
も
と
、

八
乙
女
の
山
中
に
鎮
座
す
る
風
神
堂

の
例
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　

古
く
よ
り
大
き
な
風
害
を
も
た
ら

す
と
い
わ
れ
る

「
井
波
風
」
を

鎮
め
る
為
に
建

立
さ
れ
た
こ
の

風
神
堂
、
今

般
、
鳥
居
の
し

め
縄
も
新
た

に
、
清
々
し
く

ご
祭
儀
ご
奉
仕

い
た
し
ま
し
た
。

　

東
京
の
神
社
本
庁
に
て
様
々
な

勉
強
を
さ
せ
て
戴
き
、
此
度
郷
里

で
あ
る
井
波
の
地
へ
帰
っ
て
参
り

ま
し
た
。
一
日
も
早
く
お
役
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
誠
心
誠
意
、

ご
奉
仕
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　髙瀬神社のご祭神は福の神、縁結びの神、
医薬医療の神として全国より広く崇敬を集め
る大国主命（大国さま）です。
　当神社では、交通安全（車のお祓い）・家
内安全・良縁成就（縁結び）・心身健全・厄
除け・病気平癒他のご祈祷を、心を込めて毎
日ご奉仕しています。
お気軽に社務所までお問い合わせ下さい。

　伊勢の神宮への参拝
がままならない今、数々
の貴重な写真を通して日
本人の心のふるさとを身
近に感じて下さい。

　
　

ひ
と
株
ひ
と
株
、

　
　
　
　
　
　
　

心
を
こ
め
て

　

田
の
面
を
渡
る
風
も
爽
や
か

な
五
月
二
十
三
日
、
当
神
社
献
穀

田
に
て
御
田
植
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

可
愛
ら
し
い
早
乙
女
の
衣
装

に
身
を
包
ん
だ
五
名
の
奉
仕
生

徒
に
よ
り
苗
が
植
え
ら
れ
、
本

年
の
献
穀
田
奉
耕
者　

青
山
雄

一
郎
氏
他
ご
関
係
の
皆
様
が
、
豊

作
の
祈
り
を
込
め
て
玉
串
を
捧

げ
ま
し
た
。

献穀田だより

御田植祭斎行御田植祭斎行

ご祈祷のご案内

安産祈願
戌の日カレンダー

ご祈祷料　１件につき5,000円より
髙瀬神社社務所　0763（82）0932

7月 1日・13日・25日　　
8月 6日・18日・30日　　
9月 11日・23日　　　　 
10月 5日・17日・29日　　
11月　10日・22日　　　 　
12月 4日・16日・28日　

腹帯のお祓いもご奉仕いたしますので
どうぞご持参下さい。

　

当
神
社
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
と
し
て
、
拝
殿
に
次
亜
塩
素
酸
空
気

清
浄
機
・
飛
沫
感
染
防
止
パ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し

て
お
り
ま
す
。
安
心
し
て
ご
祈
祷
を
お
受
け
下
さ
い
。

　

当
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

祭
典
や
行
事
の
詳
細
や
沿
革
な
ど
、
過
去
の
記
事
も

ご
参
考
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

新
任
の
ご
挨
拶 や

ま  

も
り

の
ぶ
ひ
と

神
社
名　

牛
嶽
大
明
神

鎮
座
地　

牛
岳
山
頂

御
祭
神　

大
国
主
命

例　

祭　

六
月
六
日

宮　

司　

藤
井

秀
弘

神
事
行
事

例
祭
・
開
山
祭
（
六
月
六
日
）

　

本
年
も
六
月
六
日
（
日
・
大

安
）
午
前
十
時
よ
り
、「
例
祭
並

び
に
開
山
祭
」
を
執
り
行
い
、
山

か
ら
の
豊
か
な
恵
み
に
感
謝
し
、

夏
山
入
山
者
の
安
全
と
健
康
を
祈

り
ま
し
た
。

　

改
め
て
日
本
を
考
え
る
「
日
本
再
考
」
、
祖
国
を
誇
り

に
思
う
「
日
本
最
高
」
。
そ
し
て
、
日
々
斎
行
さ
れ
る
祭

り
の
力
で
再
興
を
果
た
す
「
日
本
祭
興
」
―
。

　

こ
れ
は
、
祈
り
の
力
で
日
本
の
真
の
復
興
を
め
ざ

す
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会
が
作
成
し
た
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
で
す
。

社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内

献
花
祭
斎
行

八
乙
女
山
風
神
堂
例
祭

献
穀
田
奉
耕
者　
　
　
　
　

青
山
雄
一
郎
氏

井
波
地
域
農
業
者
会
会
長　

岩
﨑　
　

修
氏

　

現
在
、
牛
嶽
社
は
当
神

社
の
奥
宮
と
称
さ
れ
、
牛
に

乗
っ
た
「
大
国
主
命
像
」
が

祀
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
牛
嶽

の
周
辺
に
は
大
己
貴
命
（
大

国
主
命
）
が
御
祭
神
で
あ
る

牛
嶽
社
、
牛
嶽
神
社
、
宇
志

多
気
社
な
ど
約
四
十
社
存

在
し
ま
す
。

　

本
号
よ
り
、
髙
瀬
神
社
の

神
奈
備
山
で
あ
る
牛
岳
周
辺

に
鎮
座
す
る
神
社
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
参
拝
下
さ
い
。

伊勢の神宮写真展
期 間 8月1日（日）～

16日（月）10:00 ～ 16:00

場 所 髙瀬神社参集殿
入場
無料

シ
リ
ー
ズ

第
一
回

花崗岩で造られた社殿

45 　　　　　　　 Facebook

越中一宮70vol.

にっぽんさいこう

う
し

だ
け

か
こ
う
が
ん

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

　　　　　　　 Instagram



大
国
さ
ま
の
処
方
せ
ん
①

「
コ
ロ
ナ
厄
災
の
現
状
に
思
う
こ
と
。

　
　

米
国
の
現
状
か
ら
み
た
終
息
の
シ
ナ
リ
オ
」

　

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
南
砺
市
で
も
軌
道
に
の

り
、
七
月
中
に
は
全
高
齢
者

に
接
種
が
終
了
す
る
見
込
み

と
い
う
。
一
〇
〇
年
に
一
度
と

言
わ
れ
る
こ
の
厄
災
も
、
国

民
生
活
に
過
酷
な
負
担
を
強

い
な
が
ら
、
よ
う
や
く
終
息

の
道
筋
が
見
え
て
き
た
所
で

あ
る
。
収
束
の
鍵
は
ワ
ク
チ

ン
・
集
団
免
疫
で
あ
る
。
初
の

実
用
化
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

で
あ
っ
た
が
、
深
刻
な
副
作

用
も
希
で
効
果
は
九
五
％
と

い
う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
が
七
〇
％
程
度

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
か

な
り
優
秀
と
言
え
る
。
一
方
で

接
種
を
推
進
す
べ
き
行
政
の

お
粗
末
さ
が
際
立
つ
。
大
都

市
部
で
は
医
療
逼
迫
度
は
依

然
高
く
、
通
常
医
療
縮
小
の

憂
き
目
を
よ
そ
に
、
政
府
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
強
行
す
る

姿
勢
で
あ
る
。
感
染
分
科
会

の
尾
身
先
生
が
「
今
の
現
状

で
や
る
の
は
普
通
で
は
な
い
」

　

医
薬
医
療
の
神
と
し
て
知
ら
れ
る
大

国
主
命
（
大
国
さ
ま
）
の
ご
神
徳
に
ち

な
み
、
本
号
よ
り
連
載
を
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
の
コ
ラ
ム
は
、
毎
号
、
専
門
家
の

方
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
読
者
の
皆
様

の
生
活
に
役
立
つ
医
療
知
識
な
ど
を
発

信
い
た
し
ま
す
。

南
砺
市
民
病
院
副
院
長　

品
川　

俊
治

と
発
言
さ
れ
た
よ
う
に
、
専

門
科
の
意
見
が
反
映
さ
れ
な

い
ま
ま
五
輪
へ
突
き
進
む
こ

と
に
不
安
を
覚
え
る
。
感
染

症
対
策
は
政
治
で
は
な
く
科

学
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
先
行
す

る
米
国
の
現
状
か
ら
日
本
の

未
来
が
見
え
る
。
五
月
十
四

日
に
は
Ｃ
Ｄ
Ｃ
よ
り
、
接
種

の
完
了
者
は
日
常
生
活
の
大

半
で
マ
ス
ク
着
用
や
社
会
的

距
離
の
確
保
が
不
要
と
発
表

さ
れ
た
。
Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
は
ブ
レ
ー

ブ
ス
が
五
月
七
日
か
ら
観
客

動
員
制
限
を
解
除
、
五
月
三

十
日
、
伝
統
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

ポ
リ
ス
五
〇
〇
マ
イ
ル
レ
ー
ス

で
は
十
三
万
人
を
動
員
。
グ

ラ
ン
ド
ス
タ
ン
ド
は
満
員
で
、

マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
。
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
陰
性
や
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
を
証
明

す
る
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
が

利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
誤

解
の
無
い
よ
う
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
十
分
な
防
御
抗
体
が
出
来

る
ま
で
に
は
数
週
間
か
か
る
の

で
、
引
き
続
き
慎
重
な
行
動
を

御
願
い
し
た
い
。
変
異
株
に
お

い
て
も
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
は

証
明
さ
れ
て
お
り
、
医
療
崩
壊

を
防
ぎ
つ
つ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
欲
し

い
。
不
自
由
の
中
で
多
く
の
発

明
、
工
夫
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
前

後
で
生
活
は
大
き
く
変
わ
っ

た
。
全
世
界
的
に
コ
ロ
ナ
禍
が

終
息
し
、
よ
り
明
る
い
未
来
の

到
来
を
大
国
様
に
祈
願
し
つ
つ

筆
を
置
く
。

品
川
俊
治
先
生

　

南
砺
市
民
病
院
副
院
長

　

内
科
部
長
／

　

呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
長

富
山
医
科
薬
科
大
学
医
学
部
医
学
科

（
現
富
山
大
学
医
学
部
）
卒
業
。

長
年
に
亘
り
北
陸
地
域
の
呼
吸
器
疾

患
の
治
療
に
携
わ
り
、「
患
者
さ
ん
に

寄
り
添
う
、
全
人
的
な
医
療
」
を
目

指
し
、
日
々
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

古
く
な
っ
た
人
形
に
感
謝
し
、
お
祓
い
、

お
焚
き
上
げ
を
す
る
お
祭
り
「
人
形
感
謝

祭
」
を
行
い
ま
す
。
役
目
を
終
え
た
「
人
形
」

や
「
ぬ
い
ぐ
る
み
」
を
お
持
ち
寄
り
下
さ
い
。

人形感謝祭

大輪あさがお展開催

― 思い出をありがとう ―

日　時　7月24日（土）10：00より
場　所　髙瀬神社御本殿
受　付　7月23日（祝）9:00～15:00
　　　　7月24日（土）9:00～ 9:45
祈願料　3,000円からご志納願います
　　　　（手提げ袋1袋程度につき）

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

現
在
進
捗
中
の
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
皆
様
よ
り

赤
誠
あ
ふ
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
進
捗
中
の
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
皆
様
よ
り

赤
誠
あ
ふ
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

御
社
殿
屋

御
社
殿
屋屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

御
社
殿
屋

御
社
殿
屋

不
同
・・

（
順
不
同
・
敬
称
略

（
順
不
同
・
敬
称
略

捗
中
の
本
事
業
に
対

左
記
の
皆
様
よ

捗
中
の
本
事
業
に
対

左
記
の
皆
様
よ

現
在
進
捗

現
在
進
捗捗
中
の
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
皆
様
よ
り

捗
中
の
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
皆
様
よ
り

現
在
進
捗

現
在
進
捗れ

る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

赤
誠
あ
ふ
れ

赤
誠
あ
ふ
れ厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

誌
上
よ
り
厚

誌
上
よ
り
厚

令
和
三
年
四
月
一
日
〜
六
月
三
十
日

令
和
三
年
四
月
一
日
〜
六
月
三
十
日

夏
の
髙
瀬
の
風
物
詩

　

今
年
も
南
砺
市
あ
さ
が
お
会
（
森
田

光
正
会
長
）
主
催
の
あ
さ
が
お
展
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
、
誇
ら
し
く
花
を
咲
か
せ
た

朝
顔
が
ご
参
拝
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、

真
夏
の
境
内
を
涼
や
か
に
彩
り
ま
す
。

　

な
お
、
朝
顔
は
朝
の
う
ち
が
見
ご
ろ

で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
皆
様

で
足
を
お
運
び
下
さ
い
。

【
十
万
円
】

　

中
嶋　

紀
光

【
八
万
円
】

　

山
田　

瑠
菜

【
五
万
円
】

　

岡
島　

加
奈

　

土
田　

郁
夫

　

宮
西　

宏
一

　

株
式
会
社

　
　

神
下
設
備

【
二
万
円
】

　

森
田　

保
夫

【
一
万
円
】

　

説
田　

紀
子

　

長
谷
川　

博

　

止
境　

敬
之

【
五
千
円
】

　

金
井　
　

実

　

相
馬
眞
紀
子

　

中
野　

友
香

　

小
松　

洋
一

　

若
山　
　

栄

　

河
口　

高
広

　

𠮷
田　

奈
央

　

丸
山　

勝
裕

　

久
田　

純
一

　

上
田　

悟
美

　

森
井
美
智
子

　

大
島　

功
至

　

井
波　

久
明

　

大
甲　

澄
枝

　

前
田　
　

一

　

谷
口　

泰
之

　

西
田　

豊
郎

　

松
井　

俊
夫

　

小
泉　

由
和

　

柴
田　

洋
子

・
銅
板
奉
納
者

　

合
口　

和
子

　

千
葉　

重
幸

　

早
川　

浩
章

　

森
田　

保
夫

　

竹
脇　

良
孝

　

小
坂　

恒
雄

　

栗
原
健
一
郎

　

本
多　

裕
子

　

中
村
久
美
子

　

古
村　

勝
巳

　

古
村　

綺
脩

　

加
藤
多
鶴
子

　

吉
川
ケ
イ
子

　

深
澤　

朋
子

　

深
澤　
　

潤

　

舩
橋
東
師
勝

　

森
井　
　

勇

　

大
島　

功
至

　

佐
々
木
啓
吾

　

水
上　

朋
幸

【
参
道
玉
砂
利
】

　

株
式
会
社
岡
部

代
表
取
締
役
社
長
岡
部　

竜
一
殿

【
参
道
玉
砂
利
敷
設
奉
仕
】

【
雪
椿
苗
木
】

　

株
式
会
社
藤
井
組

代
表
取
締
役
社
長
藤
井　

秀
之
殿

【
境
内
樹
木
剪
定
奉
仕
】

　

株
式
会
社
越
路
ガ
ー
デ
ン

代
表
取
締
役
西
尾　

倫
顕
殿

【
稲
荷
社
塗
装
修
繕
】

鹿
熊　

秀
夫
殿

【
蝋
纈
染
手
織
「
無
限
」
】

　

日
展
会
友

　

現
代
工
芸
美
術
家
協
会
本
会
員

香
川
真
有
美
殿

【
大
工
道
具
】

　

富
山
県
神
道
青
年
会

　

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　

卒
業
記
念

長
谷
川
宏
幸
殿
　

以
上
の
皆
様
よ
り
ご
奉
納
を

賜
り
ま
し
た
。
誌
上
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

夏
詣
、
ガ
ラ
ス
の
風
鈴
ー
。

期
間
中
、
約
二
八
〇
個
の
風
鈴
が

涼
し
げ
な
音
色
を
奏
で
る
。

誌面のリニューアルについて
　社報「越中一宮」も節目の70号の発刊を迎
え、誌面をリニューアルいたしました。いつま
でも愛される神社報をめざして、今後も活気
ある誌面づくりに邁進いたします。

期　　間 ８月６日（金）～９日（月）
展示時間　7：00～12：00

　

水
上　

ユ
カ

　

橘　
　

容
子

　

山
田　

泰
輔

　

長
田　

果
穂

　

南
部　

德
盛

　

大
橋　

優
人

　

中
村　

太
治

　

谷
口　

泰
之

　

林
道　
　

護

　

髙
橋　

英
志

　

佐
野　

雄
一

　

佐
々
木
俊
一

　

佐
々
木　

愛

　

佐
々
木　

光

　

平
野　

雄
介

　

田
賀　

順
子

　

西
田　

豊
郎

　

吉
松　

哲
男

　

渋
谷　
　

充

　

㈱
ツ
ザ
ワ
電
子

　
　

石
畠　

健
男

　

石
瀬　

秀
之

　

中
村　

竜
箕

　

松
井　

俊
夫

　

森
田　

浩
章

　

小
泉　

正
美

　

ま
え
だ
接
骨
院

編
集
後
記

表
紙
写
真

　慣れ親しんだ人形とのお別れは寂しい
もの。ここにはそんな心を優しく癒して
くれるひとときがあります。
　県内外で幅広く活躍する人形作家と、
草月流富山県支部 秀抱会とが織りなす、
創作人形といけばなの共演 ー。
心ゆくまでお楽しみ下さい。

期間　7月23日(祝)～25日(日)10:00～16：00
場所　髙瀬神社 参集殿

蝋纈染手織「無限」奉納奉告祭

名名名名
）
略
）りり 名名名名略略りり

参
道
玉
砂
利
】

【
参
【
参株

式
会
社

株

岡
部

ご
奉
納
御
礼

ご
奉
納
御
礼

夏
の
髙

今
年
も

正
会
長

さ
れ
ま

期
間
中

顔
が
ご

夏
の
境

な
お
、

す
。
お

足
を
お

大輪あさがお展開催大輪あさがお展開催

夏今
光
正

催
さ期

朝
顔

真
夏な

で
す

で
足

期　　間 ８月６日（金）～９日（月）
展示時間　7：00～12：00

「アマビエ」
木村正和（令和2年出品作品）

　

立
川
志
の
輔
さ
ん
の
創
作
落
語

「
親
の
顔
が
見
た
い
」
を
媒
体
で
鑑

賞
し
大
い
に
笑
っ
た
。
マ
ス
ク
必
携

社
会
の
到
来
に
よ
り
「
匿
顔
性
」
が

定
着
し
て
久
し
い
昨
今
。
マ
ス
ク
の
下

で
交
わ
す
お
互
い
の
笑
顔
も
、
心
の
眼

に
は
必
ず
見
え
る
は
ず
。        

（
智
）

と
く
が
ん
せ
い
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大
国
さ
ま
の
処
方
せ
ん
①

「
コ
ロ
ナ
厄
災
の
現
状
に
思
う
こ
と
。

　
　

米
国
の
現
状
か
ら
み
た
終
息
の
シ
ナ
リ
オ
」

　

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
南
砺
市
で
も
軌
道
に
の

り
、
七
月
中
に
は
全
高
齢
者

に
接
種
が
終
了
す
る
見
込
み

と
い
う
。
一
〇
〇
年
に
一
度
と

言
わ
れ
る
こ
の
厄
災
も
、
国

民
生
活
に
過
酷
な
負
担
を
強

い
な
が
ら
、
よ
う
や
く
終
息

の
道
筋
が
見
え
て
き
た
所
で

あ
る
。
収
束
の
鍵
は
ワ
ク
チ

ン
・
集
団
免
疫
で
あ
る
。
初
の

実
用
化
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

で
あ
っ
た
が
、
深
刻
な
副
作

用
も
希
で
効
果
は
九
五
％
と

い
う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
が
七
〇
％
程
度

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
か

な
り
優
秀
と
言
え
る
。
一
方
で

接
種
を
推
進
す
べ
き
行
政
の

お
粗
末
さ
が
際
立
つ
。
大
都

市
部
で
は
医
療
逼
迫
度
は
依

然
高
く
、
通
常
医
療
縮
小
の

憂
き
目
を
よ
そ
に
、
政
府
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
強
行
す
る

姿
勢
で
あ
る
。
感
染
分
科
会

の
尾
身
先
生
が
「
今
の
現
状

で
や
る
の
は
普
通
で
は
な
い
」

　

医
薬
医
療
の
神
と
し
て
知
ら
れ
る
大

国
主
命
（
大
国
さ
ま
）
の
ご
神
徳
に
ち

な
み
、
本
号
よ
り
連
載
を
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
の
コ
ラ
ム
は
、
毎
号
、
専
門
家
の

方
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
読
者
の
皆
様

の
生
活
に
役
立
つ
医
療
知
識
な
ど
を
発

信
い
た
し
ま
す
。

南
砺
市
民
病
院
副
院
長　

品
川　

俊
治

と
発
言
さ
れ
た
よ
う
に
、
専

門
科
の
意
見
が
反
映
さ
れ
な

い
ま
ま
五
輪
へ
突
き
進
む
こ

と
に
不
安
を
覚
え
る
。
感
染

症
対
策
は
政
治
で
は
な
く
科

学
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
先
行
す

る
米
国
の
現
状
か
ら
日
本
の

未
来
が
見
え
る
。
五
月
十
四

日
に
は
Ｃ
Ｄ
Ｃ
よ
り
、
接
種

の
完
了
者
は
日
常
生
活
の
大

半
で
マ
ス
ク
着
用
や
社
会
的

距
離
の
確
保
が
不
要
と
発
表

さ
れ
た
。
Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
は
ブ
レ
ー

ブ
ス
が
五
月
七
日
か
ら
観
客

動
員
制
限
を
解
除
、
五
月
三

十
日
、
伝
統
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

ポ
リ
ス
五
〇
〇
マ
イ
ル
レ
ー
ス

で
は
十
三
万
人
を
動
員
。
グ

ラ
ン
ド
ス
タ
ン
ド
は
満
員
で
、

マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
。
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
陰
性
や
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
を
証
明

す
る
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
が

利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
誤

解
の
無
い
よ
う
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
十
分
な
防
御
抗
体
が
出
来

る
ま
で
に
は
数
週
間
か
か
る
の

で
、
引
き
続
き
慎
重
な
行
動
を

御
願
い
し
た
い
。
変
異
株
に
お

い
て
も
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
は

証
明
さ
れ
て
お
り
、
医
療
崩
壊

を
防
ぎ
つ
つ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
欲
し

い
。
不
自
由
の
中
で
多
く
の
発

明
、
工
夫
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
前

後
で
生
活
は
大
き
く
変
わ
っ

た
。
全
世
界
的
に
コ
ロ
ナ
禍
が

終
息
し
、
よ
り
明
る
い
未
来
の

到
来
を
大
国
様
に
祈
願
し
つ
つ

筆
を
置
く
。

品
川
俊
治
先
生

　

南
砺
市
民
病
院
副
院
長

　

内
科
部
長
／

　

呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
長

富
山
医
科
薬
科
大
学
医
学
部
医
学
科

（
現
富
山
大
学
医
学
部
）
卒
業
。

長
年
に
亘
り
北
陸
地
域
の
呼
吸
器
疾

患
の
治
療
に
携
わ
り
、「
患
者
さ
ん
に

寄
り
添
う
、
全
人
的
な
医
療
」
を
目

指
し
、
日
々
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

古
く
な
っ
た
人
形
に
感
謝
し
、
お
祓
い
、

お
焚
き
上
げ
を
す
る
お
祭
り
「
人
形
感
謝

祭
」
を
行
い
ま
す
。
役
目
を
終
え
た
「
人
形
」

や
「
ぬ
い
ぐ
る
み
」
を
お
持
ち
寄
り
下
さ
い
。

人形感謝祭

大輪あさがお展開催

― 思い出をありがとう ―

日　時　7月24日（土）10：00より
場　所　髙瀬神社御本殿
受　付　7月23日（祝）9:00～15:00
　　　　7月24日（土）9:00～ 9:45
祈願料　3,000円からご志納願います
　　　　（手提げ袋1袋程度につき）

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

現
在
進
捗
中
の
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
皆
様
よ
り

赤
誠
あ
ふ
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
進
捗
中
の
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
皆
様
よ
り

赤
誠
あ
ふ
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

御
社
殿
屋

御
社
殿
屋屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

御
社
殿
屋

御
社
殿
屋

不
同
・・

（
順
不
同
・
敬
称
略

（
順
不
同
・
敬
称
略

捗
中
の
本
事
業
に
対

左
記
の
皆
様
よ

捗
中
の
本
事
業
に
対

左
記
の
皆
様
よ

現
在
進
捗

現
在
進
捗捗
中
の
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
皆
様
よ
り

捗
中
の
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
皆
様
よ
り

現
在
進
捗

現
在
進
捗れ

る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

赤
誠
あ
ふ
れ

赤
誠
あ
ふ
れ厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

誌
上
よ
り
厚

誌
上
よ
り
厚

令
和
三
年
四
月
一
日
〜
六
月
三
十
日

令
和
三
年
四
月
一
日
〜
六
月
三
十
日

夏
の
髙
瀬
の
風
物
詩

　

今
年
も
南
砺
市
あ
さ
が
お
会
（
森
田

光
正
会
長
）
主
催
の
あ
さ
が
お
展
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
、
誇
ら
し
く
花
を
咲
か
せ
た

朝
顔
が
ご
参
拝
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、

真
夏
の
境
内
を
涼
や
か
に
彩
り
ま
す
。

　

な
お
、
朝
顔
は
朝
の
う
ち
が
見
ご
ろ

で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
皆
様

で
足
を
お
運
び
下
さ
い
。

【
十
万
円
】

　

中
嶋　

紀
光

【
八
万
円
】

　

山
田　

瑠
菜

【
五
万
円
】

　

岡
島　

加
奈

　

土
田　

郁
夫

　

宮
西　

宏
一

　

株
式
会
社

　
　

神
下
設
備

【
二
万
円
】

　

森
田　

保
夫

【
一
万
円
】

　

説
田　

紀
子

　

長
谷
川　

博

　

止
境　

敬
之

【
五
千
円
】

　

金
井　
　

実

　

相
馬
眞
紀
子

　

中
野　

友
香

　

小
松　

洋
一

　

若
山　
　

栄

　

河
口　

高
広

　

𠮷
田　

奈
央

　

丸
山　

勝
裕

　

久
田　

純
一

　

上
田　

悟
美

　

森
井
美
智
子

　

大
島　

功
至

　

井
波　

久
明

　

大
甲　

澄
枝

　

前
田　
　

一

　

谷
口　

泰
之

　

西
田　

豊
郎

　

松
井　

俊
夫

　

小
泉　

由
和

　

柴
田　

洋
子

・
銅
板
奉
納
者

　

合
口　

和
子

　

千
葉　

重
幸

　

早
川　

浩
章

　

森
田　

保
夫

　

竹
脇　

良
孝

　

小
坂　

恒
雄

　

栗
原
健
一
郎

　

本
多　

裕
子

　

中
村
久
美
子

　

古
村　

勝
巳

　

古
村　

綺
脩

　

加
藤
多
鶴
子

　

吉
川
ケ
イ
子

　

深
澤　

朋
子

　

深
澤　
　

潤

　

舩
橋
東
師
勝

　

森
井　
　

勇

　

大
島　

功
至

　

佐
々
木
啓
吾

　

水
上　

朋
幸

【
参
道
玉
砂
利
】

　

株
式
会
社
岡
部

代
表
取
締
役
社
長
岡
部　

竜
一
殿

【
参
道
玉
砂
利
敷
設
奉
仕
】

【
雪
椿
苗
木
】

　

株
式
会
社
藤
井
組

代
表
取
締
役
社
長
藤
井　

秀
之
殿

【
境
内
樹
木
剪
定
奉
仕
】

　

株
式
会
社
越
路
ガ
ー
デ
ン

代
表
取
締
役
西
尾　

倫
顕
殿

【
稲
荷
社
塗
装
修
繕
】

鹿
熊　

秀
夫
殿

【
蝋
纈
染
手
織
「
無
限
」
】

　

日
展
会
友

　

現
代
工
芸
美
術
家
協
会
本
会
員

香
川
真
有
美
殿

【
大
工
道
具
】

　

富
山
県
神
道
青
年
会

　

神
道
青
年
全
国
協
議
会

　
　

卒
業
記
念

長
谷
川
宏
幸
殿
　

以
上
の
皆
様
よ
り
ご
奉
納
を

賜
り
ま
し
た
。
誌
上
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

夏
詣
、
ガ
ラ
ス
の
風
鈴
ー
。

期
間
中
、
約
二
八
〇
個
の
風
鈴
が

涼
し
げ
な
音
色
を
奏
で
る
。

誌面のリニューアルについて
　社報「越中一宮」も節目の70号の発刊を迎
え、誌面をリニューアルいたしました。いつま
でも愛される神社報をめざして、今後も活気
ある誌面づくりに邁進いたします。

期　　間 ８月６日（金）～９日（月）
展示時間　7：00～12：00

　

水
上　

ユ
カ

　

橘　
　

容
子

　

山
田　

泰
輔

　

長
田　

果
穂

　

南
部　

德
盛

　

大
橋　

優
人

　

中
村　

太
治

　

谷
口　

泰
之

　

林
道　
　

護

　

髙
橋　

英
志

　

佐
野　

雄
一

　

佐
々
木
俊
一

　

佐
々
木　

愛

　

佐
々
木　

光

　

平
野　

雄
介

　

田
賀　

順
子

　

西
田　

豊
郎

　

吉
松　

哲
男

　

渋
谷　
　

充

　

㈱
ツ
ザ
ワ
電
子

　
　

石
畠　

健
男

　

石
瀬　

秀
之

　

中
村　

竜
箕

　

松
井　

俊
夫

　

森
田　

浩
章

　

小
泉　

正
美

　

ま
え
だ
接
骨
院

編
集
後
記

表
紙
写
真

　慣れ親しんだ人形とのお別れは寂しい
もの。ここにはそんな心を優しく癒して
くれるひとときがあります。
　県内外で幅広く活躍する人形作家と、
草月流富山県支部 秀抱会とが織りなす、
創作人形といけばなの共演 ー。
心ゆくまでお楽しみ下さい。

期間　7月23日(祝)～25日(日)10:00～16：00
場所　髙瀬神社 参集殿

蝋纈染手織「無限」奉納奉告祭

名名名名
）
略
）りり 名名名名略略りり

参
道
玉
砂
利
】

【
参
【
参株

式
会
社

株

岡
部

ご
奉
納
御
礼

ご
奉
納
御
礼

夏
の
髙

今
年
も

正
会
長

さ
れ
ま

期
間
中

顔
が
ご

夏
の
境

な
お
、

す
。
お

足
を
お

大輪あさがお展開催大輪あさがお展開催

夏今
光
正

催
さ期

朝
顔

真
夏な

で
す

で
足

期　　間 ８月６日（金）～９日（月）
展示時間　7：00～12：00

「アマビエ」
木村正和（令和2年出品作品）

　

立
川
志
の
輔
さ
ん
の
創
作
落
語

「
親
の
顔
が
見
た
い
」
を
媒
体
で
鑑

賞
し
大
い
に
笑
っ
た
。
マ
ス
ク
必
携

社
会
の
到
来
に
よ
り
「
匿
顔
性
」
が

定
着
し
て
久
し
い
昨
今
。
マ
ス
ク
の
下

で
交
わ
す
お
互
い
の
笑
顔
も
、
心
の
眼

に
は
必
ず
見
え
る
は
ず
。        

（
智
）

と
く
が
ん
せ
い
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〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

発
行
日　

令
和
三
年
七
月
一
日　
　

発
行
所　
越
中
一
宮
髙
瀬
神
社
社
務
所

印
刷
所　

牧
印
刷
株
式
会
社

期
間  

七
月
一
日（
木
）〜
七
日（
水
）

期
間  

七
月
一
日（
木
）〜
七
日（
水
）

師
走
の
大
祓
、
初
詣
。
夏
越
の
大
祓
、
そ
し
て
夏
詣
。

夏
か
ら
冬
の
健
康
と
平
穏
を
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

期期
間間
七七
月
一
日

月
一
日（（
木木
））〜〜
七七
日日（（
水
）
水
）

大大大大大大大大大大大大大大大大
祓
、
祓
、
祓
、
祓
、
祓
、
祓
、
祓
、
祓
、
祓
、
祓
、
祓
、、、、
初初初
詣
初
詣
初
詣
初
詣
初
詣
初
詣
初
詣
初
詣
初
詣
初
詣
初
詣
。
夏
。
夏
。
夏
。
夏
。
夏
。
夏
。
夏
。
夏
。
夏
。
夏
。
夏
。
夏
。
夏
。
夏
。
夏
。。。。。

越
の
越
の
越
の
越
の
越
の
越
の
越
の
越
ののののののののののの
大大大大大大大大
祓
大
祓
大
祓
大
祓
大
祓
大
祓
大
祓
大
祓
大
祓
大
祓
大大
祓
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
、
そ
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
て
し
てて
夏夏
詣
夏
詣
夏
詣
夏
詣
夏
詣
夏
詣
夏
詣
夏
詣
夏
詣
夏夏夏夏

。。。。。。。

冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬
ののののの
健
の
健
の
健
の
健
の
健
の
健
の
健
の
健
の
健
の
健
の
健
の
健
の
健
の
健
康
と
康
と
康
と
康
と
康
と
康
と
康
と
康
と
康
と
康
と
康
と
康
ととととととととと
平
穏
平
穏
平
穏
平
穏
平
穏
平
穏
平
穏
平
穏
平
穏
平
穏
平
穏
平
穏
平
穏
平平平平平

を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
を
お
を

祈
り
祈
り
祈
り
祈
り
祈
り
祈
り
祈
り
祈
り
祈
り
祈
り
祈
り
祈
り
祈
り
祈
り
祈
り
祈
り
祈
りりりり
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
しし
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょ
し
ょょ
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。
う
。

師
走
の
大
祓
、
初
詣
。
夏
越
の
大
祓
、
そ
し
て
夏
詣
。

夏
か
ら
冬
の
健
康
と
平
穏
を
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
）

　

七
夕
祭
並
び
に
技
芸
上
達
祈
願
祭
（
七
月
七
日
）

　

除
熱
祭
（
七
月
二
十
一
日
）

　

人
形
感
謝
祭
（
七
月
二
十
四
日
）

　

中
禮
祭
（
八
月
十
六
日
）

七
月
・
八
月
の
祭
事

日
本
の
新
し
い
習
慣
と
し
て
。

撮影：南部ス
タジオ

70vol.
令和３年７月１日 結

び
の
杜
の
神
前
式

四
季
折
々
の
境
内
で

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ト
を
満
喫

一
日
一
組
限
定
の

　
　
　

お
も
て
な
し

縁
結
び
の
神
様
、
大
国
主
命
を
お

祭
り
す
る
越
中
一
宮
。

日
常
を
隔
て
る
境
内
で
、
玉
砂
利

を
踏
み
し
め
て
歩
く
参
進
の
儀
に

始
ま
り
、
社
殿
に
響
き
渡
る
雅
楽

の
調
べ
の
中
、
厳
か
な
神
前
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。

大
国
様
の
「
結
び
」
の
御
神
徳
に

よ
り
お
二
人
だ
け
で
は
な
く
、
両

家
の
絆
も
固
く
結
ば
れ
ま
す
。

完
全
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で

和
や
か
な
宴
会
が
実
現

す
べ
て
は
一
組
の

新
た
な
夫
婦
の
幸
福
の
た
め
に

二
人
だ
け
で
も
結
婚
式
は
で
き
ま
す
。

「
だ
っ
た
ら
、
家
族
は
欠
か
せ
な
い
か
な
。」

「
折
角
だ
か
ら
、
親
戚
の
み
な
さ
ん
だ
け
で
も
。」

「
で
き
れ
ば
、
近
く
に
住
む
友
人
く
ら
い
は…

」

列
席
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
無
理
な
く
増
や
す
。

そ
ん
な
考
え
方
で
結
婚
式
を
叶
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

挙
式
の
み
〜
少
人
数
会
食
〜

髙
瀬
神
社
は
結
婚
さ
れ
る
す
べ
て
の
方
を

歓
迎
し
て
い
ま
す
。

結
婚
式
を
あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い

結
婚
式
を
あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い

な
つ
も
う
で

師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師
走
師

の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大
の
大大

師
走
の
大

夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
か
夏
かかかかかか
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
ら
冬
らら
冬
ら
冬

夏
か
ら
冬

な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つ
な
つつ
も
う
も
う
も
う
も
う
も
う
も
う
もももも
う
も
う
も
ううううううう
でででででででででででででででででで

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で
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